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ＣＩＳ諸国の中では稀有な製造業立国
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鉱物資源が乏しいため、伝統的に加工産業に
特化。社会主義時代は「ソ連の組立工場」と称
せられた。

モノづくりの精神。メーカーとしての矜持。
生産現場も整然とし、清掃なども行き届いてい
る。

国民の労働倫理の高さ。

→日本との共通性・親和性。



メーカーとしての矜持の一例
ゴリゾント社のデジタルテレビ研究所



質の高い労働力（とくに女性）、ロシアの外資系
工場における労働力不足をベラルーシの労働力
でカバーするというアイディアまであった。



トピックス：ＩＦＣ発表の
『Doing Business 2011』
ベラルーシは183ヵ国中68位、前年からはやや後退



項目によってあまりにも
ばらつきのある順位

「起業」や「登記」の分野では１桁順位、しかし「納税」では世界最下位



過去５年間で改善した度合いでは、
ベラルーシは世界３位



 製造業立国であり、国民性も素晴らしく、日本との親和性は高
い。

 ただし、今日のベラルーシの政治・経済体制は、ルカシェンコ
大統領によって属人的に規定されている側面が大きい 2010

日本にとってのベラルーシの位置付け(１)

大統領によって属人的に規定されている側面が大きい。2010
年12月の選挙でのルカシェンコ大統領の再選は確実視される
が、将来的には政権交代・継承にまつわるリスクを想定してお
かなければならない。

 ベラルーシ自体は小国であり、市場としては小さい。したがって、
より大きな市場、すなわちロシアまたはヨーロッパ市場向けの
加工基地と捉えた場合に、ベラルーシの価値が高まる。



 その際に悩ましいのは、ベラルーシの地政学的帰属が、将来
的にどうなるか、不透明なこと（上述の政権交代・継承にも関
連）。現時点では対ロシア統合路線だが、将来的に急激にＥＵ
にシフトする可能性もある。

日本にとってのベラルーシの位置付け(２)

 ベラルーシとロシアは1995年７月から関税同盟を結成しており、
2010年にはカザフも加えた３国関税同盟が基本発足した。しか
し、外資がベラルーシで現地生産してロシアに輸出するという
スキームは、理論的な可能性はともかく、現実にはあまりうまく
行った前例がない。当面、慎重であるべき。

 以上にかんがみると、現在のところ日本企業にとってベラルー
シは、戦略的な市場というよりも、ニッチ的なビジネスチャンス
を見付けてケースバイケースで対応していくべき市場と言える。



最後に、手前味噌ですが…


